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ヵッパ150G用時間軸および着火装置について

吉 し

巖・中　村　円　生・熊取谷博偉

　まえがき

　国際地球観測年で高度40km以「二における気温・風

の観測に当たり，発音弾による観測が行なわれることに

なり予備実験として，カッパ150Gに発音弾，タイマー

等を搭載Lて，地上での操作，飛しょう中における振動，

加速度等によう種々の影響を調査するための飛しょう実

験が行なわれた．

　1．　タイマー

　タイマーi’高野精密工業株式会社に依頼して試作し

た．Lever　Escapementの振動数10．　4av型で14回test

勧な…繰3・秒・e・棋び15秒・e・で・・：1：萎1

秒，15±膠秒帳瞬結果ab：｛’fら枇ものである，
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@カ・．’／ 150G用タイマー

　Z　安全装置

　タイマーの始動は・Set・back　Pinが加速度209で離

脱して開始するので，Set－back　Pinが，ロケットの地上

での操作中に離脱することのないように横からこれに

pinをはめておき，またもしこのPinがはずれてもSet・

back　pinが落ちない．ようにpinの下部に支え板をおき

万一の事態に備えた・Set・back　pinに横からはめたpin

および落下を防ぐ・支え板の離脱装置は，小型モータに

より遠隔操作され，発射2分前に離脱することができる

ようになっている．

　3・　電気回路

　発音弾の着火には0．5A以上の電流が必要であるの

　　　　　で，リード線は太めのリード線を使用し，

　　　　　Swにはマイクロスイッチを使用した．発

　　　　　音弾との結線は電圧の有無をしらべた後，

　　　　　発射寸前に行なうことにした・

　　　　　　4．　着火装置

　　　　　　装置全体は4mmのジ；ラ板に取り付け

　　　　　られ，この板がさらにロケット胴部の接手

　　　　　金具に蜜蔚して取り付けられる．L
　　　　　　第1図は本着火装置の概略図で①はタイ

　　　　　マー②Set・back　pinの支え板離脱用モー

　　　　　タ，③Set－back　pinの洛下を防ぐための

　　　　　pinの離li哲目モータ，④支え板およびモー

　　　　　タの自勘Sw，．旦．発音弾点火マイクロスイ
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ッチで，エ重量は1kgであった．

　写真1DCa），（b）ともに取付状態を示す写真であ

る，

　写真2はリモート装置のテストを行なっている時の写

真である．

　5　飛しょう実験

　昭和33年5月27日に飛Lよ5実験が甘なわれ，タ
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イマーのset秒時30秒で発射角60°でロケッ5は発

射され，発射後30秒で発音弾の爆発を肉眼で確認する

ことができ，タイマーの作動が正常であったことが確認

された．これによって，振動，加速度等により秒時が狂

うことのないことが解ったので，本観測用タイマーとし

て使用することになった．　　　　　（1959・5・26）

ヵッパ6型一TWI，2号機用時間軸および着火装置について

吉 山 巖・中村円生・熊取谷博偉

　まえがき

　本観測用に1．｝：用きれる発音弾の爆発高度が50kmと

決まったので，タイマーも高度に順じて70～100secま

で持続する二とが望まれたので，150Gに使用したタイ

マーを2個直列に使用することにした．安全装置につい

ては150G用着火装置と同様である．

　本観測用として特に留意したのは，振動，加速度によ

る各部品の故障で，これを確かめるために，50me20gで

耐振，耐加速度試験を長時間行ない，再検査L，タイマ

ーの誤差を100秒に対して±O．5秒以内におさめた，

離脱モータ，点火系の配線は150Gと同一とした・

　1．着火装置

　着火装置の概略図は第1図に示す通りで，①のタイマ

ーが最初ロケットの発射と同時にstartし，適当な秒時

（30～40秒）後に第2のタイマーがstartする．その機

構はレバー式で第2タイマーの安全ピンを離脱するよう

になっている．②は第2タイマーで微動調整によって時
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写真　1

　　　　　　　　　　　　写真2

間を正確に決める．⑥，（ζよそれぞれ安全装置離脱モー

タ，⑤ば点火マイクロスイッチ⑥をONにするレバーで

②の第2タイマーの衝撃ピンによって作動される．写真

1は，着火豪置のみの写真で，’1：真2は頭部取付金具に

取り付けた写真である・

　2．　タイマー秒時

　タイマーは性能計算の結果73秒にsetされ，第1タ

イマーを35．3秒とL，第2タイマーを37・7秒にset

Lた．

　set秒時は最終的には，電気点火栓を使用し，ストッ

プウオッチで、3回繰り返され，測定し，平均秒時を

set秒時とした．　　　　　　　　　　（1959，5．26）
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